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共通教育の授業を担当していただく先生方へ 

日頃より、鹿児島大学の共通教育に多大なご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。 

鹿児島大学では、よりよい共通教育を学生に提供するため、カリキュラムの抜本的な改革を行い、

初年次教育科目、グローバル教育科目、教養教育科目から成る新カリキュラムを平成28年度より

実施しております。つきましては、共通教育科目をご担当いただくにあたり、授業を行う際に理解

しておいていただきたい基本的な事柄に関する情報をマニュアルとしてまとめました。ご覧いただ

き、授業で活用していただけたらと思います。今後、共通教育に関する情報等を追加し、マニュア

ルを充実させていく予定にしておりますが、不明な点や記載を希望される事項がございましたら、

共通教育センターまでお問い合わせください。 

今後とも、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

２０１９年４月 

鹿児島大学 共通教育センター 



5 / 60

鹿児島大学の教育課程と共通教育の概要 

鹿児島大学は、大学憲章において、「学問の自由と多様性を堅持しつつ、自主自律と進取の精神

を尊重し、地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざす。」と明示しています。特に、教

育に関しては、「学生の潜在能力の発見と適性の開花に努め、幅広い教養教育と高度な専門教育を

行うとともに、地域の特性を活かした進取の気風を養う。真理を愛し、高い倫理性と社会性を備え、

向上心を持って自ら困難に立ち向かい、国際社会で活躍しうる人材を育成する。」ことに取り組ん

でいます。そのために、鹿児島大学では４（６）年一貫教育体制のもとで、共通教育と専門教育と

の相互の有機的な連携を図りつつ、地域社会との協力や国際化にも対応する視点をもって、総合大

学としての幅広い教育を進めます。 

 鹿児島大学の教育課程は、共通教育における共通教育科目と専門教育における専門教育科目で構

成されています。共通教育科目は共通教育センターで企画・運営されており、全学部の教員による

支援体制のもとで、初年次教育科目、グローバル教育科目、教養教育科目で構成しています。初年

次教育科目は、大学での学び方の特徴や大学と地域との関わりを理解し、自主自律的に学び続ける

ための基盤となる思考法や学修技術、自己管理能力を身につけるための科目です。グローバル教育

科目は、グローバル化が進む社会で貢献するための基盤となる語学力や異文化を理解する能力を育

てるための科目です。そして、教養教育科目は、地域や国際社会における課題を発見し、追究、解

決することをとおして社会に貢献できる能力を養成するための科目です。なお、共通教育科目とし

て２年次以上を対象とした「高度共通教育科目」が開講されます。「高度共通教育科目」は共通教

育センターで開講しますが、卒業要件上は専門教育の単位となり、認められる単位数は学部によっ

て異なります。 

専門教育科目は、各学部の専門的な知識や技能を修得するとともに、豊かな人間性、論理的な思

考力や課題解決能力などを養成するための科目です。

　教養基礎科目
　　（初修外国語、地域志向科目を含む。）

　教養活用科目
　　（地域志向科目を含む。）

　初年次教育科目

　グローバル教育科目

　教養教育科目

　初年次セミナーⅠ、Ⅱ

　大学と地域

　体育・健康

　情報活用

　英語

　異文化理解

鹿
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学
学
士
課
程
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共通教育の教育目標と編成・実施方法 

共通教育の教育目標 

 共通教育では、鹿児島大学憲章と鹿児島大学教育目標に基づき、次のような教育目標を設定 

します。 

理 念 教 育 目 標 

１．自己理解 ①自身の関心・能力・価値観を踏まえて行動できる。 

②必要な知識・技能の獲得に向けて行動できる。 

２．情報収集・ 

精査・統合 

①必要な情報を収集できる。 

②集めた情報を信頼性や必要性に基づき精査できる。 

③個別の知識を統合して課題の解決策を提案できる。 

３．論理的思考 

①幅広い視野から課題の解決策を考えることができる。 

②多様な情報の信頼性を論理的に説明できる。 

③自分の考えを論理的に話し、書くことができる。 

４．科学的思考 
①科学的根拠に基づく仮説を立てることができる。 

②事実やデータに基づき、仮説を検証できる。 

５．倫理 

①社会生活の基盤となる倫理について、考えを述べられ

る。 

②倫理を弁えた表現、行動ができる。 

６．実践 
①状況に応じた方法で必要な行動ができる。 

②課題の解決に向けて主体的に行動できる。 

７．他者との協働 
①自身の責任や立場を理解し、自覚的に行動できる。 

②他者と協力して課題の解決を図ることができる。 
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共通教育の編成・実施方法 

共通教育では「初年次教育科目」、「グローバル教育科目」及び「教養教育科目」を開設し、教育

目標の達成を目指します。それぞれの科目や分野は以下のとおりです。 

○「初年次教育科目」 

（Ａ）大学での学修に必要となる自主自律的な学び方の修得を主な目的として、「初年次セミナ

ーⅠ」と「初年次セミナーⅡ」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思考、

科学的思考、他者との協働の達成を目指します。 

（Ｂ）地域における知の拠点としての鹿児島大学において学修する意義を明確にし、地域貢献に

関する意識の向上を主な目的として、「大学と地域」を設けます。教育目標のうち、特に、

情報収集・精査・統合、論理的思考の達成を目指します。 

（Ｃ）心身の育成や健康の管理法の修得を主な目的として、「体育・健康」（理論）」と「体育・

健康（実習）」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、実践の達成を目指します。 

（Ｄ）情報に関する基本的・実践的な学修技術の修得を主な目的として、「情報活用」を設けま

す。教育目標のうち、特に、科学的思考、実践の達成を目指します。 

○「グローバル教育科目」 

（Ｅ）文化の異なる他者とのコミュニケーション能力を高めるとともに、異文化の理解を主な目

的として、「英語」と「異文化理解」を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理

的思考の達成を目指します。 

○「教養教育科目」 

（Ｆ）幅広い視野や思考力の育成などを主な目的として、「教養基礎科目」に２つの分野（「人文・

社会科学」と「自然科学」）を設けます。教育目標のうち、特に、論理的思考、科学的思考、

倫理の達成を目指します。 

（Ｇ）地域社会や環境問題など現代社会が抱える諸問題について、課題を発見する能力や解決す

る能力の育成を主な目的として、「教養活用科目」に２つの分野（「統合Ⅰ」と「統合Ⅱ」）

を設けます。教育目標のうち、特に、自己理解、論理的思考、科学的思考、他者との協働の

達成を目指します。 

地域志向科目とは、地域の諸課題を発見・探究・解決し、地域社会の発展に貢献できる行動力

を養い、地域課題の解決に向けて果敢に立ち向かう行動力と地域貢献マインドを備えた人材、地

域課題を把握・分析し、その解決方法を導き、将来ビジョンを描ける人材グローバルに通用する

専門知と地域課題とをリンクさせて、科学的な知見に基づく多角的視点を持った人材の育成を目

的とした科目です。 
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学年・学期・４ターム制 

学年 

４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる１年間を学年と定めています。

  入学後の進行年数に応じて、１年次、２年次、・・・と呼びます。 

学期 

学年を、前期、後期の２学期に分けます。 

前期   ４月１日から   ９月３０日まで  

後期  １０月１日から 翌年３月３１日まで 

また、入学年次から各学期を積算して、１年次前期を１期、後期を２期、２年次前期を３期、 

・・・とも呼びます。 

４ターム制 

 前期と後期の各授業期間を、さらに前半と後半に分けます。（第１～４ターム） 

多くの授業は、第１～２ターム（第３～４ターム）の期間で実施しますが、１つのタームのみの

期間で完結する授業もあります。 

＜前期＞ ４月中旬～６月上旬を「第１ターム」、６月中旬～８月上旬を「第２ターム」 

＜後期＞ １０月～１１月下旬を「第３ターム」、１２月～２月上旬を「第４ターム」 
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年間行事 

授業日（第1ターム、第3ターム）
授業日（第2ターム、第4ターム）

日 月 火 水 木 金 土

2019年 1 2 3 4 5 6 1日(月) 午前：オリエンテーション資料配付

7 8 9 10 11 12 13 1日(月) ～2日（火）履修申請の為の新入生オリエンテーション（各学部で実施 ）

14 15 16 17 18 19 20 1日(月) ～22日（月）技能審査（外国語技能検定試験）合格者等の認定申請

21 22 23 24 25 26 27 3日(水) 新入生の履修申請（前期：1T、2T、1T～2T）　※一部の集中講義は別途案内

28 29 30 5日(金) 入学式

5日(金) 午前：抽選もれ科目の発表   午後：履修申請（前期:1T、2T、1T～2T）2回目

5日(金) 教室発表

8日(月) 授業開始（前期）

15日(月) ～16日（火）履修申請（前期:1T、2T、1T～2T）3回目

1 2 3 4 7日(火) 4月17日以降の履修科目取消し申請期限（前期）

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

1 4日(火) 予備日

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

1 2 3 4 5 6 18日(木) 月曜日の振替授業

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 31日(水) 予備日

1 2 3 9日(金) 試験予備日

4 5 6 7 8 9 10 10日(土) ～9月30日（月）夏季休業（集中講義あり）

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7 2日(月) 成績発表（前期：1T、2T、1T～2T）

8 9 10 11 12 13 14 2日(月) ～6日（金）成績開示（異議申し立て）期間　

15 16 17 18 19 20 21 　※9月卒業生と進級判定に関わる人は9月3日（火）まで

22 23 24 25 26 27 28 2日(月) ～6日（金）科目等履修生の願書受付（後期）

29 30 4日(水) ～6日（金）履修申請（後期：3T、4T、3T～4T）　※一部の集中講義は別途案内

11日(水) 抽選もれ科目の発表、履修申請（後期：3T、4T、3T～4T）2回目

30日(月) 卒業式（9月卒業生）

1 2 3 4 5 1日(火) 授業開始（後期）

6 7 8 9 10 11 12 1日(火) ～21日（月）技能審査（外国語技能検定試験）合格者等の認定申請　　　 

13 14 15 16 17 18 19 8日(火) ～9日（水）履修申請（後期：3T、4T、3T～4T）3回目　　 

20 21 22 23 24 25 26 17日(木) 月曜日の振替授業

27 28 29 30 31 30日(水) 10月10日以降の履修科目取消し申請期限（後期）

1 2 5日(火) 月曜日の振替授業

3 4 5 6 7 8 9 15日(金) 鹿児島大学記念日

10 11 12 13 14 15 16 15日(金) ～18日（月）終日休講（大学祭）

17 18 19 20 21 22 23 20日(水) 予備日

24 25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7 27日(金) ～1月5日（日）冬季休業

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

2020年 1 2 3 4 16日(木) 金曜日の振替授業

5 6 7 8 9 10 11 17日(金) 終日休講（窓口休業）大学入試センター試験会場設営

12 13 14 15 16 17 18 18日(土) ～19日（日）大学入試センター試験

19 20 21 22 23 24 25 29日(水) 予備日

26 27 28 29 30 31

1 3日(月) ～7日（金）科目等履修生の願書受付（前期）

2 3 4 5 6 7 8 12日(水) 試験予備日

9 10 11 12 13 14 15 21日(金) 成績発表（後期：3T、4T、3T～4T）

16 17 18 19 20 21 22 21日(金) ～2月27日（木）成績開示（異議申し立て）期間　※卒業・進級判定に関わる人は2月26日（水）まで

23 24 25 26 27 28 29 25日(火) ～26日（水）個別試験（前期日程）

1 2 3 4 5 6 7 12日(木) 個別試験（後期日程）

8 9 10 11 12 13 14 16日(月) ～18日（水）履修申請（次年度前期：1T、2T、1T～2T）※一部の集中講義は別途案内

15 16 17 18 19 20 21 25日(水) 卒業式

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

2019年度　共通教育行事予定表

月
曜　　　日

行　　　事

5

4

7

8

9

10

6

11

※4  各タームの週2コマ授業（2単位科目)は、各タームの最終日を期末試験日とします。

※5  第1～2ターム、第3～4の週1コマ授業（2単位科目)は、第2ターム、第4タームの最終日を期末試験日とします。

1

12

3

※1  行事日程が変更された場合は、掲示板等でお知らせします。

※2  休講に伴い授業時間数が不足する場合は、予備日に補講を行います。（各ターム7回目の6時限、土日祝日に補講を行う場合もあります。）

※3  各タームの週1コマ授業（1単位科目)は、各タームの最終日を授業45分、期末試験45分とします。

2
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学生の履修手続き 

学生の履修手続きは、下図のような流れになります。 

授業時間 

本学における授業は、９０分を単位として、下記の時限、時間区分によって行われます。 

 （なお、桜ヶ丘キャンパスは、各時限開始時間が郡元キャンパスの１０分遅れです。） 

時限 １ ２ ３ ４ ５ 

時間 ８：５０～ 

１０：２０ 

１０：３０～

１２：００ 

１２：５０～ 

１４：２０ 

１４：３０～ 

１６：００ 

１６：１０～ 

１７：４０ 

講義室等において、次の時限に別の授業が行われる場合には、次の授業で視聴覚機器等を準備す

る時間を確保するために、授業終了のチャイムが鳴りましたら速やかに授業を終了してください。 

１．履修計画 ２．履修申請＜１回目＞ ３．受講制限科目の抽選

４．履修申請＜２回目＞ 【抽選もれ科目の確認】

※抽選科目は先着順

６．履修申請＜３回目＞

【履修変更と登録確定】

５．履修受付の確認

８．履修申請単位数の上限

を超えた学生の手続き

９．履修登録の取り消し申請

・履修申請手続き完了後３週間以内の取り消し

・病気、怪我等による履修の取り消し

７．履修受付の確認

【受付確定】
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授業方法に応じた学修時間   

授業科目の学修を数量的に表すために「単位」という概念を用いています。単位の計算の方法は、

１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方

法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、共通教育においては

次のように定められています。この場合、９０分の授業を２時間として計算します。 

授業の方法 単位 授業時間数 予習・復習 学修時間 

講義 ２ 
３０時間 

（週２時間×１５週） 

６０時間 

（週４時間×１５週） 
９０時間 

講義（初修外国語：必修） ２ 
６０時間 

（週４時間×１５週） 

３０時間 

（週２時間×１５週） 
９０時間 

講義（英語、初修外国語：

選択必修）
１ 

３０時間 

（週２時間×１５週） 

１５時間 

（週１時間×１５週） 
４５時間 

講義（体育・健康理論等） １ 
１５時間 

（週２時間×７.５週） 

３０時間 

（週4時間×７.５週） 
４５時間 

演習 １ 
３０時間 

（週２時間×１５週） 

１５時間 

（週１時間×１５週） 
４５時間 

演習（高度共通教育科目） ２ 
３０時間 

（週２時間×１５週） 

６０時間 

（週4時間×１５週） 
９０時間 

実習 １ 
３０時間 

（週２時間×１５週） 

１５時間 

（週１時間×１５週） 
４５時間 

実験 １ 
３０時間 

（週４時間×７.５週） 

１５時間 

（週２時間×７.５週） 
４５時間 
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授業運営 

シラバス 

シラバスは、学生が履修計画を立てる際の重要な資料となりますので、授業の概要、学習目標、

授業計画、授業外学習等を分かり易く記載する必要があります。 

また、シラバスの記載内容を受講生が熟知する必要がありますので、第１回目の授業の際には、

シラバスの提示あるいは配付等とともに、必ず受講生へ記載内容についてご説明をお願いいたしま

す。 

シラバス作成は、シラバスシステムを利用します。共通教育係より入力依頼の案内（1月～2月

頃）を行いますので、一緒に送付される入力方法のマニュアル、注意事項、記入要領を熟読した上

でシラバスを完成させてください。 

教員入力ページアドレス（共通教育系 シラバスシステム）

https://sb06.kuas.kagoshima-u.ac.jp/ac_syllabus/_kyoutu/professor_s.php 

授業の進め方 

我が国における教育改革の大きな流れとして、「教授から学習への転換」があり、その柱の１つ

として、アクティブ・ラーニングが位置づけられています。アクティブ・ラーニングは、「教員に

よる一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学

習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、

経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれ

るが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等も有効なアクテ

ィブ・ラーニングの方法である」と定義されています。（中央教育審議会、２０１２年） 

 アクティブ・ラーニングを促す具体的な方法例については、次のページから示してありますので、

参考にしてください。 

なお、初回の授業では、受講者の緊張をほぐすことを目的に、アイスブレイクを行うと効果的な

ようです。アイスブレイクのなかで、手軽に行えるものとして、「三つ選んで自己紹介」という方

法があります。下の表に示したように決められたテーマから三つを選び、そのテーマのもとに学生

が自己紹介を行う技法です。あらかじめ15個のテーマを設定し、４～６人のグループに学生を分

け、あらかじめ設定した 15 個のテーマが記された用紙を配付して（板書でも可）、自己紹介しや

すいテーマを三つ選ばせて 1 分間で自己紹介させます（参考・引用文献：中井俊樹 編著、アクテ

ィブ・ラーニング、玉川大学出版部）。 
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三つ選んで自己紹介 

頑張ったこと 将来の夢 バイト 嫌いな食べ物 家族 

好きな言葉 地元自慢 大学生活 行きたい国 好きな本 

趣味 好きな映画 高校時代 憧れの人 フリー 

アイスブレイクについて一般向けに手法として、京都産業大学のホームページで「キャンパスで

使える！アイスブレイク集」が紹介してありますので参考にしてください。 

また、鹿児島大学共通教育センターホームページの「教職員の皆さま」をクリックすると、授業

改善に向けての工夫などをまとめた「授業改善メモのまとめ」が紹介してありますので参考にして

ください。 

共通教育センターホームページ（https://www.kagoshima-u.ac.jp/educenter/） 

授業中のマナーについて 

学生には「履修案内」において、以下のとおり指導しています。 

共通教育センターでは、学生の皆さんが勉学に励むことができるよう、快適な学習環境の維 

持に努めています。授業中の以下の行為については、真面目に授業を受けている学生や、授業 

を担当する教員にとって大変迷惑となります。快適な授業環境を保つために授業中のマナーを守

るようお願いします。 

（１）授業の撮影・録画・録音について 

   特別な理由がある場合を除き、授業の撮影・録画・録音は原則禁止です。必要な場合は 

必ず授業担当教員の許可を得てください。 

（特別な理由の一例） 

   障害等を理由に合理的配慮を希望される方は、障害学生支援センター（修学支援室）に 

て、一括して修学支援を申し出ることが可能です。 

（２）スマートフォン（携帯電話）などの使用 

授業担当教員の指示により、もしくは授業担当教員の許可を得て授業のために使用する 

場合を除き、これらの機器を使用することは原則禁止です。    
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アクティブ・ラーニングを促す具体的方法例 

ここでは、アクティブ・ラーニングを促す具体的な方法をいくつか紹介する。しかし、アクティ

ブ・ラーニングとは学生が身体を動かしながら学んでいることを意味するものではない。重要なの

は、学生の頭の中がアクティブであることである。 

学生がアクティブに学ぶには、下記に挙げるような方法を用いるだけでは充分でない。学生が積

極的に学修に関与するよう、あらかじめ動機付けることが必要になる。そのためには、例えば以下

のような点に配慮しておく必要がある。 

【与える課題・取り組ませるテーマ】 

・学生にとって易し過ぎず、難し過ぎず“適度に難しい” 

・取り組む価値があると感じられる 

【学生にあらかじめイメージさせること】 

・学修を終えた時点での自分の姿：課題に取り組むことによってどのような力が身につくか、何

ができるようになるか 

・学修を行うための具体的な方法：課題を解決するにはどのような手順で進めれば良いか 

方法 概要 注意事項 

ペア／グループ

活動 

ペアあるいは小グループ（３～６人程

度）で協力しながら学修していく。作

業内容については、調査活動やディス

カッション等多様である。 

・参加者がそれぞれに役割を持って取

り組むことができるよう準備しておく

ことが必要である。 

・グループの構成人数が多くなると、

フリーライダーが多くなる可能性が高

まる。しかし、少なすぎると、欠席者

が出た場合にカバーしづらくなる。 

・作業の進捗状況やグループ内でのト

ラブル等、自身の学修状況を学生がど

う振り返ってその後につなげようとし

ているか等について把握するため、ポ

ートフォリオを作成するなどして継続

的に情報を収集して確認することが望

ましい。 

ディベート あるひとつの論題について肯定側と否

定側に分かれて議論を行う。対立する

立場の相手を論理的に説得することを

目的とすることから、自分の意見を表

明することや論理的に考えることが促

される。また、自身の考えに関わらず

立場が定められるため、異なるものの

見方に触れる機会ともなり得る。 

・唯一絶対の真実が存在せず、意見が

二分されている論題を選ぶことが求め

られる。逆に言えば、二分できない論

題を用いることはできない。 

・論題を示す際には「～について」よ

り「～べきか」といった肯定側・否定

側という立場が明確になりやすい表現

が望ましい 

・立論、質疑応答、その他のスピーチ

という３つで構成される。その他とは、
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議論を深めたりまとめたりするための

ものである。学生のレベルや論題、全

体の所要時間を考慮して、時間配分を

する必要がある。 

ディスカッショ

ン 

グループでの議論を指す。ディベート

とは異なり、２つの立場に分かれるテ

ーマでなくても良い。通常は参加者の

意見がひとつにまとまることが期待さ

れるため、議論の途中で意見を変えて

も良い。 

・参加者が話しやすいテーマ設定の他、

参加者の役割（司会者、記録係、タイ

ムキーパー等）や費やせる時間等をあ

らかじめ明確に示すなどしておくこと

で、円滑な進行を促すことが求められ

る。 

・効果的なディスカッションにするに

は、学生に充分な事前学修と準備をさ

せる必要がある。 

・「～について話し合いましょう」と指

示するだけでなく、最終的な到達地点

（結論／提案をどのような形で出す

か）と所要時間を予め示しておくこと

が望ましい。 

プレゼンテーシ

ョン 

あるテーマや課題について調査活動を

行い、聴衆の前で発表を行う。パワー

ポイント等の提示資料を用いる形式の

他、ポスターセッション等もある。発

表後に聴衆からの質疑に応えることに

より、学修が深められる。 

・グループでのプレゼンテーションの

場合には、プレゼンテーションの方法

とグループ内での役割分担、そして、

直接発表には関わらない学生を含めた

評価方法についてあらかじめ示してお

くことが求められる。 

・発表をするだけでは充分な学修成果

は得られない。質疑応答やその後の振

り返りを通じて学修を深められるよう

工夫することが必要である。 

調査活動 あるテーマや課題について、参考図書

や論文、新聞、雑誌記事、統計情報等

を図書館やインターネット等のメディ

アを用いて収集し、結果をまとめる学

修活動である。アンケートやインタビ

ューといった方法を用いる場合には、

特に綿密な準備が求められることを周

知しておく必要がある。 

・調査報告のレポート作成あるいはプ

レゼンテーションだけではアクティ

ブ・ラーニングといえない。レポート

にコメントを返すことで内容について

さらに考えることを促したり、プレゼ

ンテーションに対する質疑応答を取り

入れて学生同士の学び合いを促したり

する等の工夫が求められる。 

フィールド・ワー

ク 

あるテーマや課題について、実際に現

場を訪ねて直接観察したり、関係者に

アンケートやインタビュー等を行った

りすることを通じて資料を収集する。

・フィールドで活動をしさえすれば良

いわけではなく、学修課題を明確にし

たうえで赴き、その達成に向けて活動

することが必要である。 
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・活動を行っただけで終わってしまっ

ては充分な成果は得られない。そこで

得られた情報や学修経験を振り返りな

がら発展させ、その後の学修へとつな

げることが求められる。 

PBL(Problem 

Based Learning 

/Project Based 

Learning) 

問題解決を目的とした少人数グループ

での学修方法がProblem Based 

Learning である。また、具体的な学

修課題に基づき、ひとりもしくはグル

ープでプロジェクトを遂行しながら行

う学修がProject Based Learningで

ある。 

・学生自身が主体的に学修の計画を立

てて進めていくことが求められるた

め、学生のレベルに応じた課題設定が

求められる。 

・作業の進捗状況やグループ内でのト

ラブル等、自身の学修状況を学生がど

う振り返ってその後につなげようとし

ているか等について把握するため、ポ

ートフォリオを作成するなどして継続

的に情報を収集して確認することが望

ましい。 

TBL(Team 

Based 

Learning) 

ひとりでは解決が難しい課題につい

て、チームで協働して解決を目指す。

その過程で、互いに教え合う能力の向

上も図られる。 

・偏りがないようなチーム編成が求め

られる。また、チームメンバーは固定

し、信頼関係を築かせることが求めら

れる。 

・作業の進捗状況やグループ内でのト

ラブル等、自身の学修状況を学生がど

う振り返ってその後につなげようとし

ているか等について把握するため、ポ

ートフォリオを作成するなどして継続

的に情報を収集して確認することが望

ましい。 

・学生には、自身の学修、チームとし

て、そしてチームの学修成果という３

つの責任を負っていることを充分に理

解させる必要がある。 

ロールプレイ 現実に起こり得るある場面を想定し、

自分の持つ知識やスキルを積極的に活

用して割り当てられた役割を演じる。

想像した人物や場面について感じ、考

えることができる。現実に起こりうる

問題に対する態度の涵養や他者の立場

への理解促進に効果的である。 

・知識が不充分な場面を演じることは

難しいことから、学生のレベルと目標

に見合った適切な場面設定とシナリオ

作成が求められる。 

・効果的なロールプレイにするには、

役割に関する参考資料を準備するなど

して学生に事前学修をさせると良い。

ケーススタディ 現実に起こり得る問題を含んだ場面の

シナリオについてグループで検討し、

・問題解決方法に様々な選択枝が考え

られ、学生が関心を持って取り組める
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問題解決を図る。シナリオには、その

問題がどのように展開したか、中心と

なる人物はどのようなジレンマに直面

しているか等についての簡単な説明が

なされている。 

ようなケース・シナリオを準備する必

要がある。 

・抽象的な理論と現実に起こる問題と

の関係に気づかせるのに有効である。

ジグソー あるテーマや課題についてグループの

人数分に分割し、各人がそれぞれの部

分を担当して学修する。それを後ほど

持ち寄り、自分が学修した内容をメン

バーに紹介、説明することを通してジ

グゾーパズルのように全体を浮き上が

らせる。 

・学生が理解し、他者に説明できる程

度のレベルのテーマを選ぶ必要があ

る。しかし同時に、説明の仕方につい

て工夫の余地がある方がより高い学修

成果が期待できる。 

・自分が学修した内容については自分

しか知らないため、学生は、自身の学

修とメンバーへの説明責任、そしてチ

ームの学修成果という３つの責任を負

うことを学生に充分認識させておくこ

とが求められる。 

振り返り 授業中あるいは終了時に学んだ内容や

疑問に感じた点などを確認し、理解を

促す。ミニッツ・ペーパーに書かせる、

確認のための小テストを実施する、ペ

アやグループで意見を共有させるなど

の方法がある。学修内容の定着のほか、

自身の学修態度の改善につなげること

も可能である。 

・講義を受けただけではその後の学修

につながらない場合が少なくない。ま

た、貴重な体験をしても、それだけに

終わる場合もある。そのため、自分は

何を学んだか、新たな課題としてどの

ようなことがあるかについて振り返

り、その後の能動的な学修へとつなげ

ることを促すことが重要である。 

・振り返るための手段は、学生同士の

話し合いのほか、じっくり考えた後に

小レポートを書かせるなど、多様であ

る。口頭にせよ文章にせよ、何らかの

形で表現させることが必要である。 
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成績評価基準の説明 

受講者が確定している3回目以降の授業で成績評価基準の説明（シラバスの成績評価基準を確認

して、不明な点は質問してもらう等）を行ってください。 

万が一、シラバス（成績評価基準）の記載内容を変更する際は、成績発表後のトラブルの原因に

なりますので、変更内容の周知徹底をお願いいたします。 

また、欠席する際の注意事項や再試の未実施など、成績評価に関する事項についても説明を行っ

てください。 

授業時に小テストやレポート作成等を実施する際の留意事項 

 「鹿児島大学共通教育科目試験規則」では、試験の「方法」について記述されている第 4 条に、

「試験は、筆記試験、小テスト、レポート、実技及び作品等の方法により総合的に行う。」と記述

してあります。したがいまして、授業時に実施する小テストやレポート作成等において、不正行為

が行われた時には、不正行為に対する措置が取られることを学生に周知してください。 

授業時に小テストやレポート作成等を実施する場合には、｢鹿児島大学共通教育科目試験監督要

領｣に記述してあります「試験実施上の注意」に留意していただき、特に、机上には、筆箱（ペン

ケース）等を置かないように指導し、「持ち込み指定」以外のもの（スマートフォン等）はカバン

等に入れて足元に置かせてください。また、可能であれば、当日の受講者数を把握し、その人数と

提出された小テスト用紙やレポート用紙の枚数を照合してください。 

授業時の小テストやレポート作成等を実施する場合にも、適宜、教室内を巡回し、挙動不審者に

ついては、注意を与えてください。また、不正行為と疑われるような行為を発見した場合には、す

みやかに共通教育係に報告し、証拠物件等を提出してください。 

なお、オムニバス形式の授業等において、毎回の授業で実施される小テストやレポート作成の点

数のみで評価される場合には、欠席回数が授業回数の1／3以下であっても、小テストやレポート

の成績が悪い場合には不合格になることがあるとみられます。したがいまして、授業に出席して講

義内容に集中するとともに、小テストやレポートは真摯に取り組む必要があることを、初回の授業

時で説明してください。 

出席確認 

 教育の質保証という観点から、学生が授業に出席して講義を受けたり、グループ活動やディスカ

ッションなどを通して学びを深めていくことは重要なことです。このことから、学生の教育支援を

行うために、出欠の確認をお願いします。なお、学生が評価を受けるためには、原則として、３０

時間（１５回）の授業時間（回数）の２/３以上の出席が前提となります。 

 出席を確認するためには、以下のような様々な方法がありますが、受講者数や集計などを考慮し

ていただき、適切と思われる方法で実施してください。なお、初年次セミナーの授業では、受講者

全員分のネームカードホールダーを準備します。 
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点呼 

受講生の少ない授業（５０名程度まで）では、名前を呼び、顔を見て確認するようにすると、

教員に見られているという意識を受講生に持たせる効果が期待できるようです。 

出席票やミニッツペーパー＊

出席票に氏名等を記入させるか、ミニッツペーパーに氏名等を記入させるとともに、講義の要

点、教員からの問いに対する回答、感想、疑問、質問等を記入させる方法があります。 

  ＊リアクション・ペーパー、質問カード、ミニレポートとも呼ばれ、カードサイズや 

   A4サイズ等の用紙を使用。 

小テスト 

出欠の確認と講義で学習した内容の理解度を確認するため、講義の最初に、前回の講義で学習

した内容について小テストを実施したり、講義の最後に、その日の講義で学習した内容について

小テストを実施する方法があります。 

manaba（学習管理システム）のオプション機能（respon）の利用 

学生のスマートフォンに「respon」（レスポン）」というmanaba のオプションアプリをイン

ストールさせておくことで、出席をとることができます。詳細については、鹿児島大学のホーム

ページにアクセスして、「教育・学生生活」をクリックし、「manaba（学習管理システム）」

（https://www.kagoshima-u.ac.jp/manaba）の説明を確認してください。ただし、スマー

トフォンを使用しない学生がいる場合には、出席票等の準備をお願いします。 

IC カードリーダーによる学生証の読み込み 

非接触 ICカード技術方式である“Felica”により、学生証をカードリーダーに接触させず“か

ざす“だけで、すみやかに出席をとることができます。Windowsパソコンに、Felica リーダー

（パソコン内蔵Felica ポートやFelica ポート/パソリなど）を接続させ、専用のソフトウエアを

使用する方法です。鹿児島大学 学術情報基盤センターの「情報システム開発部門」

（http://is.cc.kagoshima-u.ac.jp/）のメニューにある「運用中のシステム」の中の「鹿児島大

学 ICカードリーダー」をクリックすると、動作環境として動作確認済の Felica リーダーが表示

されおり、インストール方法や使用方法も記載されています。また、「Felica ポートソフトウエ

ア」をクリックすると、メーカーのサイトからソフトウエアをダウンロードできます。 

座席配置図を利用した座席指定または記名 

収容人数の多い教室での出欠管理は、下図のような座席配置図を利用し、座席を指定したり記

名させる方法があります。座席配置図は列ごとに拡大し、バインダーや厚紙に固定するなどして、

利用してください。なお、座席の指定については、学部ごとの出席番号順としたり、受講生の希

望とする方法がありますが、いずれの方法でも、視覚や聴覚等に困難を有する受講生については、

特別な配慮が求められます。共通教育棟における1号館、2号館、3号館、4号館の大教室の座

席図が必要な場合には、共通教育係までお問い合わせください。

（kyoutuuk@kuas.kagoshima-u.ac.jp）。 
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座席図（１号館１１１号教室の場合） 

なお、講義の受講生が多い場合でも、出欠を確認する方法にかかわらず、講義に出席している人

数を数えて確認することが望まれます。 

2回連続して授業を欠席した場合には、共通教育係まで連絡いただければ、共通教育係から学生

の方に連絡して欠席の理由等を確認することが可能となります。ミニッツペーパーや小テスト等に

より出席をとられる場合には、次回の授業までに、出欠の確認をお願いいたします。 

鹿児島大学manaba の利用 

manaba とは 

 manaba (マナバ) は学習管理が行えるｅ－ラーニングシステムのことです。教材配付、レポー

ト、小テスト、授業アンケート、出席管理、クラスのコミュニケーションツールとして利用可能で

す。manabaを利用するかは授業担当者の判断に任されます。 

利用申請 

鹿児島大学manabaを利用したい場合は、下記のとおりとなります。

・専任教員の場合はmanaba の利用申請の必要はありません。授業を担当されていれば鹿児 

  島大学 IDでmanaba にログインできます。

・非常勤講師でmanaba を利用希望の場合は、共通教育係まで申し出て下さい。

    申請書類は、https://www.kagoshima-u.ac.jp/manabaからダウンロードできます。 

 また、鹿児島大学 IDを取得されていない先生は、鹿児島大学 ID取得の手続きも併せて必要 

 となります。 

  鹿児島大学 ID については、学術情報基盤センターのホームページをご覧ください。 

（http://www.cc.kagoshima-u.ac.jp/service/id/id/） 

manaba の機能 

manaba には様々な機能があります。以下に主な機能を簡単に紹介します。 

 ●コースコンテンツ 

  テキストデータ、画像、動画、音声、excel ファイル、wordファイル、PDFなどの教材デー 

  タを配置できます。教材配付の場として利用できます。学生のコンテンツ閲覧状況も確認でき 

  ます。 
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 ●レポート 

  レポート課題のお知らせ、レポート提出状況の管理ができます。レポート添削後に再提出させ 

  ることも可能です。 

 ●小テスト 

  スマホやPCを使っておこなう小テストを作成できます。自動採点の機能もあります。学生の 

  理解度把握に利用できます。エクセルを使って一括問題作成も可能です。 

 ●アンケート 

   受講生を対象としたWebアンケートを作成できます。 

 ●プロジェクト 

   グーループ学習に最適な機能です。グループ内の意見交換やグループ間のレポート報告などを 

  学生同士で相互閲覧させることもできます。 

 ●掲示板 

   先生と学生、学生同士などクラス内のコミュニケーションツールです。オフィスアワーの替わ 

  りにも活用できます。 

  ●個別指導コレクション 

  学生の提出物や成果物等に対して、コメントを通じてやりとりを行う場を「コレクション」と 

  呼んでいます。「個別指導コレクション」は、ゼミでの論文指導やキャリア相談、授業でのノ 

  ートテイキングなど、様々な用途で利用できます。 

  ●出席管理  

   manaba のオプションアプリ「respon」（レスポン）を学生のスマートフォンにインストー 

   ルさせることで、出席管理やクリッカー、リアルタイムアンケートを行うことができます。 

     また、複数回分の授業の出欠データを一括出力できます。 

 ●ポートフォリオ 

   レポート、小テスト、アンケート、プロジェクト、個別指導コレクションの学習成果物は、  

     manaba に自動的に蓄積されますので、振り返り学習に活用できます。 

 ●その他 

    先生から授業に関するお知らせを発信できます。また、期末授業アンケートもmanabaを使 

     って実施します。 

学生への利用周知 

学生は入学と同時に鹿児島大学 IDが付与されるので、manaba の利用開始について特に手続き

等はありません。ただし、科目等履修生、公開講座受講生などの鹿児島大学非正規学生は利用申請

が必要となります。なお、manaba利用にあたっては、学生側も利用方法を理解しておく必要があ

ります。新入生オリエンテーションで、manaba の簡易利用説明書を配付しています。また、学生

向けマニュアルもhttps://www.kagoshima-u.ac.jp/manabaに掲載していますので、そちらを

見るように指導してください。 

利用手引き 

manaba (マナバ) の操作手引きは、https://www.kagoshima-u.ac.jp/manaba からダウン

ロードできます。 
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受講者名簿 

「受講者名簿」は、manaba からダウンロードしてください。 

manaba ログイン画面（https://www.kagoshima-u.ac.jp/manaba/） 

受講者名簿アップロード時期 

【前期】 １回目：４月上旬（授業開始直前）、 2回目：４月中旬 

【後期】 １回目：9月下旬（授業開始直前）、 2回目：10月中旬 

【manaba マイページ】 

受講者名簿は、manaba のコースコンテンツから 

ダウンロードしてください。 

パスワードは、別途お知らせいたします。 
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学籍番号とクラス別編成 

授業は、原則として授業時間割で示される範囲内で授業クラスを編成して行います。 

 学部別クラス編成は、下表を参照してください。また、学部・学科等のコード番号は、学生証に

記載されている学籍番号でも確認できます。 

学生の学籍番号は、以下のように１０桁の数値から成り立っています。 

     ○○   ○○    ○○    ○○○  ○ 

学部   入学年度  学科等   番号    チェックデジット 

なお、入学年度は西暦の下２桁の数値です。また、チェックデジットとは電算処理上必要なもの

です。

学部 

コード 
学科等名称[学籍番号の学科等コード２桁]  (学籍番号の番号３桁）

法文学部 

[１１] 

 法経社会学科(法学）[６２] 

 法経社会学科(地域社会・経済）[６３] 

 人文学科（多元地域文化）[６４] 

 人文学科（心理学）[６５] 

教育学部 

[０７] 

  学校教育教員養成課程 初等教育コース[６７] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース国語[６８] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース社会[６９] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース英語[７４] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース数学[７０] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース理科[７１] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース技術[７２] 

 学校教育教員養成課程 中等教育コース家政[７３] 

 学校教育教員養成課程 実技系初等中等教育コース音楽[７５] 

 学校教育教員養成課程 実技系初等中等教育コース美術[７６] 

 学校教育教員養成課程 実技系初等中等教育コース保体[７７] 

 特別支援教育教員養成課程[６３] 

理学部 

[２２] 

 数理情報科学科[５１] 

 物理科学科[５２] 

 生命化学科[５３] 

 地球環境科学科[５４] 

医学部 

[４２] 

 医学科[１０] 

 保健学科（看護学専攻）[２１] 

 保健学科（理学療法学専攻）[２２] 

 保健学科（作業療法学専攻）[２３] 

歯学部 

[４３] 
 歯学科[１０] 
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工学部 

[２５] 

 機械工学科[２１] 

 電気電子工学科[２２] 

 情報生体システム工学科[２９] 

 建築学科[２３] 

 海洋土木工学科[２５] 

 環境化学プロセス工学科[２８] 

 化学生命工学科[３０] 

農学部 

[３４] 

 農業生産科学科[３１] 

 食料生命科学科[３２] 

 農林環境科学科[３３] 

 国際食料資源学特別コース[４1] 

水産学部 

[３８] 

 水産学科[５０]（００１～０７５） 

 水産学科[５０]（０７６～） 

 国際食料資源学特別コース[７０] 

共同獣医学部[３

６] 
 獣医学科[１０] 
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修学支援 

「障害学生支援申請書」が提出された学生への対応 

何らかの障害を有し、配慮を必要とする学生から、次のページに記載しました障害学生支援セン

ター発行の「障害学生支援申請書（共通教育用）」が提出される場合があります。共通教育科目に

対しては、学生が共通教育係に申請書を提出し、その後、各授業担当教員に書類が届くことになり

ます。そこでは具体的に配慮や支援を求める内容が記載されていますので、内容を把握したうえで

ご回答ください。 

ただし、申請書を提出した学生全てが具体的な配慮を求めているわけではありません。最低限必

要なのは、教員の理解や安心して学べる雰囲気であり、それは申請書提出の有無とは無関係に、全

ての学生に対して全てのクラスで保証すべきものです。特別な配慮が必要ではない場合でも、常に

本人や周囲の様子を気にかけ、学生が安心して学習できる環境づくりを心掛けてください。 

気になる学生、配慮が必要と思われる学生がいた場合の対応 

授業において、グループ活動を基盤として学習を進める場合には、話し合いにうまく参加できて

いない、分担された作業がうまく進められないなど、学習活動に困っている様子の学生が見付かる

かもしれません。あるいは、グループの活動全体が滞っていたり、グループの雰囲気が良くないよ

うに感じられたり、学習の振り返りとして学生が記述したことの中に気になる内容が含まれている

場合もあるかもしれません。 

もし、気になる学生が見付かった場合、まずは当該学生本人に声をかけ、何か困っていることは

ないか尋ねてみてください。聴いただけではなかなか理解できないので視覚資料がほしいといった

具体的な要望があった場合には、可能な範囲でご対応ください。また、学習意欲がわかなくて困っ

ているなどの場合には、話を聴いたうえで、必要に応じて保健管理センターに行くよう促すなどの

対応をお願いします。 

一方、当該学生自身は特に困っていない場合でも、同じグループの学生が困っていたり、対応に

戸惑っていたりする場合も考えられます。そうした様子が見受けられた場合は、グループとして困

っていることや問題がないかを尋ねてください。グループとしての学習活動を支援することが目的

であり、気になる学生を攻撃することにならないよう留意してください。 

同じグループの学生が強く困っており、学習活動に問題が生じているような場合には、当該学生

が所属する学部学科と情報を共有したうえで、修学支援を行う必要があります。そのような場合に

は、まずは共通教育係にお知らせください。 

なお、障害を有する学生への対応の仕方については、障害学生支援センター発行の「教職員のた

めの学生理解と修学支援（平成27年度改訂版）」もご参照ください。 

参考までに、関係するセンターの連絡先は、以下のとおりです。 

障害学生支援センター（共通教育棟１号館2階修学支援室） 

099-285-3287  learning-support@gm.kagoshima-u.ac.jp

保健管理センター 

  099-285-7385  hoken@kuas.kagoshima-u.ac.jp
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【参考】 

期限日までに返却できない場合や不明な点はご連絡ください。

＊期限までに返却できない場合は、障害学生支援センターまで必ずご連絡下さい。

（授業担当教員回答欄）回答された日付と名前をご記入ください。（　　　月　　　日　氏名　　　　　　　　　）

回答 □配慮・支援希望について、実施する。
＊回答欄赤字にチェックを入れた場合は障害学生支援センターにご連絡下さい。早急に対応します。
＊試験の支援申請の場合、試験時の支援が決定しましたら、学生本人へ連絡をお願いします。

…以下大学記入欄…………………………………………………………………………………………
＊回答欄のいずれかをチェックし、大学記入欄に押印後、下記期限までに原本を障害学生支援センターに返却願います。

授業担当教員 共通教育係 障害学生支援センター

返却期限　　　　　　　　　月　　　　　日　　　　

科目・講義名称  (                     ) 曜日　　　　時限

配慮・支援
　の希望内容

1.配慮・支援希望内容

2.試験時の支援希望
　試験の種類（□中間試験　　□期末試験）
　□別室受験
　□時間延長（通常試験時間の　　　　　倍）
　□その他

学部学科 学部・研究科 学科・専攻

住　所
（連絡先）

〒

電話（　　　　）　　　　－　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　－

学籍番号

入学年度

申請日　平成　　年　　月　　日

私は、以下の理由により根拠資料及び同意書を提出の上、修学において配慮・支援を申請いたしま
す。

根拠資料：□診断書　□障害者手帳　□医師意見書　□その他（　　　　　　　　　　　）
*根拠資料及び同意書は障害学生支援センターに管理しています。必要時はご連絡ください。

障害の種類 視覚　･　聴覚　･　肢体　･　内部障害　・　発達障害　・その他（　　　　　　　　　　　）

氏　名

障害学生支援申請書(共通教育用）

ふりがな

E-mail　learning-support@gm.kagoshima-u.ac.jp
                          鹿児島大学障害学生支援センター　　　TEL/FAX　（099）285-3287　

障害の名称 種 級

年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　歳
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授業実施にかかる諸事項 

講義室・機器 

講義室 

音声機器、マイク、DVD プレーヤー等は、鍵のついた収納ラックに保管されています。なお、

鍵はラックの横又は教卓の横に取り付けてあるキーボックスにあります。 

授業が始まる前には講義室の備品点検を行っていますが、機器の故障等がありましたら、共通

教育係へお知らせください。

※現在、設置してあるビデオデッキが故障した場合は、VHSテープを使用した授業は行

えなくなります。（VHS対応のデッキは製造中止のため） 

キーボックスのダイヤルを暗証番号「４桁の数字」 

に合わせてください。（上から順に） 

※暗証番号は、別途お知らせいたします。 

情報教育教室 

授業がない日は、電子錠で施錠しています。授業時に施錠されている場合は、お手数ですが、

共通教育係にお知らせください。 

教卓の左右のいずれかにある黒色の boxの電源を 

入れることで、教員用PCの音声をスピーカーから 

流すことができます。 
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共通教育棟の講義室利用   

講義室 

授業で使用する講義室は、共通教育係が授業開始日の前日までに割り当てます。 

情報教育教室 

授業で使用する情報教育教室の利用は、予約案内を、前期（12 月下旬）、後期（７月下旬）頃、

共通教育係からメールで通知します。 

 ※情報活用は関係会議で確認して確保するので、個別の手続きは不要です。 

共通教育棟講義室の整備概要 

建

物
階

教室 

教室名 収容定員 

１

号

館

１

階
111号 280 

２

階

121号 280 

122号 81 

123号 

（情報教育教室） 
38 

124号 81 

125号 117 

３

階

131号 280 

132号 81 

133号 45 

134号 

（情報教育教室） 
14 

135号 

（情報教育教室） 
51 

136号 

（情報教育教室） 
51 

137号 

（情報教育教室） 
51 

４

階

common room 1A 30 

common room 1B 30 

common room 2 4８ 
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common room 3 ４８ 

２

号

館

１

階

211号 155 

212号 54 

213号 81 

214号 54 

215号 54 

216号 30 

217号 54 

３

号

館

１

階

311号 214 

312号 96 

313号 96 

314号 36 

２

階

321号 214 

322号 96 

323号 40 

324号 96 

325号 36 

３

階
331号 214 

４
号
館

２

階
421号 165 

２

階
422号 131 

３

階
431号 169 

５

階
451号 69 

※機器設置情報は、共通教育ホームページ→教職員の皆さまに掲載している「共通教育棟講義

室整備状況」をご覧ください。 

原状復帰と節電のご協力 

・授業中に机を移動した際は、原状復帰をお願いいたします。 

・授業が終わりましたら、次の授業の有無に関わらず、講義室の蛍光灯、冷暖房機、プロジェク

ター等の機器の電源をOFFにしてください。 
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物品の貸出 

授業で使用する貸出可能な物品（ノートPC、CDプレイヤー、各種ケーブル、変換アダプタ（HDMI

→VGA）、レーザーポインター）がありますので必要な場合は共通教育係にお問い合わせください。 

教材・試験問題等の印刷 

教材及び試験問題は、教員各自で印刷してください。なお、非常勤講師が単独で実施する授業の

教材及び試験問題は、共通教育センターの印刷機を使用できます。 

試験アンケート 

期末試験の内容を掲示板により学生へ周知するため、共通教育係から送付される試験アンケート

に回答してください。 

アンケート送付時期 

＜期末試験＞ 

前期 ５月上旬（１ターム終了時に試験を行う科目は４月上旬） 

後期 11月上旬（３ターム終了時に試験を行う科目は１０月上旬） 

＜再追試験＞ 

前期 9月上旬 

後期 3月上旬 
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休講・補講 

学会等で休講する場合は、学生に周知しますので、必ず事前に共通教育係へ「休講・補講届(共通

教育)」を提出してください。（電話、メールでも可） 

授業中に学生へ周知済みの場合や当日に休講とする場合においても、共通教育係へ連絡をお願い

します。 

なお、授業開始時刻に教員が来ない旨の連絡を受けた場合、授業開始後30分経過した時点で休

講扱いとしますので、ご留意ください。 

休講した場合は、予備日または授業期間中の６限目以降に補講を行い、規定された授業時間（回

数）を確保してください。なお、補講日時を決める際は、他の授業等と重なりがないことを受講者

に確認した上で実施することになります。 

補講の日時が決まりましたら、「休講・補講届(共通教育)」（次頁参照）を共通教育係に提出し、

補講を実施する教室を確保してください。その後、共通教育係が学生に周知します。 

※万が一、補講を実施できない場合は、レポートを課すなどして、補講分の授業内容と学修時間

を担保してください。 
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【参照】 

休講・補講届（共通教育） 

休講 

期  日 平成    年    月    日（   曜日） 

授業科目名
科目コード（      ） 

     時限 

担当教員名

教  室 
□法文学部の総合教育研究棟 

□その他の教室 

特記事項 

・公開授業生  □有 □無 

・科目等履修生 □有 □無 

補講 

期  日 平成    年    月    日（   曜日） 

授業科目名
科目コード（      ） 

     時限 

担当教員名

教室 □通常教室        □            号教室 

特記事項 

・公開授業生  □有 □無 

・科目等履修生 □有 □無 

     共通教育係記入欄 

受 付 日（   年  月  日） 処理者 

休講・補講通知日（   年  月  日） 

公開授業生・科目等履修生への連絡  □済み □不要 
処理者 

総研棟の借用状況確認日（   年  月  日） 

有（法文会計係へ休講連絡） ・ 無 
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台風等非常時における授業・学期末試験等の取扱い 

鹿児島県薩摩地方に警報（暴風、大雨、洪水等）が発令された場合、授業等の取扱いは以下のと

おりです。 

 ＜授業等が休講となる場合＞ 

午前６時３０分の時点で、警報が発令され、かつ、市電または路線バスが運行を見合わせ

ている（運休を含む）場合は、休講の措置（午前中）を講じます。ただし、午前１１時時点

で、警報が解除され、かつ、市電または路線バスが運行した場合は、午後から授業等を行う

ことになります。 

※午前１１時の時点で、警報が継続し、かつ、市電または路線バスが運行を見合わせてい

る（運休を含む）場合は、午後も休講の措置を講じます。 

＜休講措置の通知方法＞

休講の措置を講じる場合は、電子メールや電話等により通知します。 

※学生は、休講の通知等がない場合であっても、（１）の授業等が休講となる場合の取り扱

いに基づき、登校するかどうかを各自で判断し、身の安全の確保を最優先することにな

っています。 

＜その他＞

・休講措置とならなかった場合でも、公共交通機関の運休等の影響を受けたことにより授業

等を欠席（遅刻）した学生に対しては、不利益が生じないよう取り扱ってください。 

・警報は、鹿児島地方気象台の発表によるものとし、警報の発令・解除および市電・路線バ

スの運行の確認は、テレビ・ラジオ等の報道により確認してください。 

・研究指導など少人数の授業は、担当教員と学生が合意した上で授業を行うことができます。 
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欠席の取扱い

授業総時数の３分の２以上出席した場合に限り、シラバスに記載された方法で試験を行うことが

できますので、任意の方法で出席管理を行ってください。 

【関係規則】共通教育科目履修規則第10条 

留意事項 

・共通教育の授業をやむを得ず欠席する場合は、共通教育センター所定の欠席届を授業担当教

員に提出するよう学生へ周知しています。 

※各種実習を参加する場合は、学生の所属学部所定の欠席届もあります。 

・季節性インフルエンザ等の感染症により欠席する場合や連続３週間以上欠席する場合は、医

師の診断書又は詳細な理由書を添付するよう案内しています。

・感染症の診断を受けた場合や授業直前に欠席事由が生じた場合は、事後に欠席届が提出され

る場合があります。 

・公欠扱い（授業時間総時間数に含めるかどうかを含む）の全学規定がないので、授業担当教

員が配慮の必要性を判断することになります。そのため、理由を確認できる書類を欠席届に

添付させてください。 
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【参考】 

裁判員選任等に伴う授業欠席の取扱いについての通知文書(教務課教務係） 
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緊急時の対応

授業中に怪我をしたり体調不良の学生がいた場合の対応 

 授業を中断していただき、可能な範囲で応急措置を行うとともに、共通教育係に電話（０９９－

２８５－３４５２）で連絡していただくか、周囲にいる学生に共通教育係への連絡を依頼してくだ

さい。なお、体調不良で嘔吐した場合には、嘔吐した学生の近くにいる学生を少し離してください。

ただし、嘔吐物には、ウイルスが含まれている可能性もありますので、二次感染防止のために、共

通教育係の職員が処理します。 

 心臓が停止した場合には、一刻も早く心臓マッサージを行うとともに、心臓の働きを戻すことを

試みる自動体外式除細動器（AED:Automated External Defibrillator ）等によって心臓に電気シ

ョックを与えることが必要となります。本学の郡元キャンパスでは、以下の場所に AED が配置し

てありますので、必要と思われる場合にはご使用ください。 

 １．附属小学校 保健室 １１．工学部 共通棟西側入口 

 ２．附属中学校 体育館東入口 １２．総合教育研究棟 北側入口 

 ３．教育学部 文系研究棟入口 １３．理学部 2号館東側入口 

 ４．教育学部 体育科実験研究棟入口 １５．工学部 中央実験工場入口

 ５．教育学部 第一講義棟入口 １６．保健管理センター 

 ６．第２体育館 正面入口 １７．農学部 共通棟１階東側入口 

 ７．法文学部 1号館北側入口 １８．農学部 D棟１階東側入口 

 ８．附属図書館 入口 １９．教育学部 音楽美術科棟１階 

 ９．共通教育棟 3号館西側入口 ２０．大学院連合農学研究科棟１階 

１０．理工系総合教育研究棟 １階南側入口 ２１．教育学部附属幼稚園 ホール内 
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災害発生時の避難場所について 

地震や火災が発生した場合の避難場所は、原則として下記のとおりとなっています。 

地震や火災が発生した時の避難場所 

地震や火災が発生した時の避難場所（★） ※原則としてで、状況に応じて変わります。 

  稲盛アカデミー棟からは「玉利池西側」へ 

  共通教育棟１号館・２号館からは「進取の気風広場」へ 

  共通教育棟３号館・４号館からは「建物南側」へ 

  第２体育館からは「体育館入口」へ 

災害時連絡先 内線：８８２１、３４５２  外線：０９９－２８５－内線番号 
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試験・単位認定 

試験  

授業科目の成績評価は、シラバスに記載された「学習目標」と「成績の評価基準」に基づく学習

達成度の確認により行います。試験は、筆記試験、小テスト、レポート、実技、作品などの方法に

より行い、総合的に評価します。試験は、各学期末において、共通教育行事予定表（９頁）に記載

してある試験日（原則各ターム最終日）に実施する試験（主に筆記試験）や授業中に実施される小

テストや授業で課されるレポートなどがあります。 

授業で小テストを実施する場合であっても、不正行為を未然に防ぐ必要があるため、別添の「鹿

児島大学共通教育科目試験監督要領」および「鹿児島大学共通教育科目試験における不正行為の適

用基準」に準じて実施してください。   

期末試験日の変更は、原則として行わないでください。なお、やむを得ない理由により変更する

場合は、授業や補講と重ならないよう、学生に確認した上で、実施してください。 

試験実施時間  

試験監督者は、試験室の学生の入れ替え、答案の配付・回収等の作業のために、試験時間は下記

のように80分間以内とし、休憩時間20分間を確保してください。  

１時限 ８：50 ～ 10：10 (80分) 

２時限 10：30 ～ 11：50 (80分) 

３時限 12：50 ～ 14：10 (80分) 

４時限 14：30 ～ 15：50 (80分) 

５時限 16：10 ～ 17：30 (80分) 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目試験実施要領 



39 / 60

試験実施上の注意 

試験開始前 

(１) 学生に対して以下の①～⑦の注意事項を周知します。 

    ①前から詰めて机の両側（通路側）に座ってください。 

       ②学生証または仮受験票を通路側の机の上に置いてください。    

       ③筆記用具及び試験監督者が許可するもの以外はすべてカバンの中にしまってください。  

       ④携帯電話・スマートフォン・電子辞書などの情報検索が可能な機器を使用することはで 

         きません。電源を切ってカバンの中にしまってください。時計としても使用できません。  

       ⑤これより試験を実施しますが、カンニング等の不正行為をしないよう自覚をもって試験 

         に臨んでください。 

       ⑥スマートフォン・電子辞書などの情報検索が可能な機器や許可されていないものを参照 

         した場合は不正行為として処分されます。もし不正行為を行った場合は、この学期のす 

         べての科目が無効となり単位は認定されません。また、懲戒処分を受けることになりま 

         す。 

       ⑦解答用紙の氏名はペンで記入してください。 

   ※小テストは、①、②の読み上げを不要とすることができる。 

(2) 学生証の有無の確認 

   ・学生証を忘れた学生には共通教育係で仮受験票の発行手続きを指示します。 

   ・時間的余裕がない場合は、試験時間中に本人確認します。 

(3) 机上の整理 

  ・試験監督者が許可する参照許可物件（教科書等）があれば板書します。 

(4) 問題用紙・解答用紙の配付 

・答案の氏名は不正行為防止のため、できる限りペン書きにさせます。 

試験時間中 

(1) 試験開始後20分までは入室を認め、その後の入室・受験は認めません。 

(2) 試験室からの退出は、試験開始25分経過後でなければ認めません。 

(3) 試験時間は、原則として通常の授業時間割と同じとするが、試験開始・試験終了 

時刻を繰り下げ・繰り上げを行う場合は、板書等により事前に学生へ通知します。 

(4) 試験中は、適宜、試験室内を巡回し、挙動不審者については、注意を与えます。 

試験終了後 

(1) 答案は、白紙・無回答であっても氏名を記入させた上で回収し、受験人数と回収した答案

用紙枚数が一致するよう確認します。 

(2) 試験室を使う試験監督者のために、使用した機器類の整理及び黒板等を掃除して退室しま

す。 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目試験監督要領 
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不正行為への対処 

試験（小テスト、レポート等の成績評価に関連するものを含む）の際に不正行為を行った場合は

「鹿児島大学共通教育科目試験規則」により、原則として、当該期の共通教育科目の全受験科目を

不合格（０点）とする措置がとられます。なお、受験中の不正行為は、共通教育センターによるこ

の措置とは別に、学則第６０条による懲戒処分を受けることとなります。 

不正行為を発見した場合は、共通教育係指定の不正行為報告書（証拠書類等を含む）を提出する

必要があり、事情聴取のため調査委員会に出席する必要があります。 

※懲戒対象となりますので、事実確認は十分に行った上で報告してください。

対応要領 

（１）不正行為となる行為（以下の①～⑨）を確認した場合の対処方法 

① 代理受験(筆記試験、実技) 

・学生証の写真等で代理者が受験していることを発見した場合、直ちに代理者の氏名、所属、

連絡先その他必要事項を答案用紙（実技の場合は、任意の用紙）に記述させた後、答案用紙

を回収して待機(実技を中止)させてください。 

② カンニング・ペーパーの使用など 

 ・カンニング・ペーパー(試験に関する内容が記載されたメモ、予習復習に使用する単語帳、

教科書等)を見て答案用紙に書き写している場合(所持又は手の届く場所に置いている場合

を含む。）、直ちにカンニング・ペーパーと答案用紙を回収して待機させてください。 

③ 答案用紙の交換 

・二人以上の学生が、答案用紙を交換しているのを発見した場合、交換の事実を確認し、そ

れぞれの答案用紙に不正行為の事実を記述させた後、答案用紙を回収して当該学生を待機

させてください。 

④ 携帯電話・スマートフォン・電子辞書等（以下、「情報端末」という。）を使用しての情報交 

  換や情報検索 

・現場の事実確認を行い、情報端末の任意提出を求めてください。また、答案用紙に不正行

為の事実を記述させた後、答案用紙を回収して当該学生を待機させてください。なお、情

報端末の履歴の確認については、試験終了後に本人立会いのもと共通教育係で行うため、

履歴の確認を認める承諾書を提出する手続きを共通教育係にて行うように指導してくだ

さい。 

⑤ 試験妨害(迷惑行為) 

  ・試験監督者が注意したにも関わらず、周囲の学生に迷惑を掛けるような行動や私語を繰り

返す場合、直ちに答案用紙を回収して、学籍番号・氏名・所属を確認の上、当該学生を退

室させ、共通教育係で待機するよう指示してください。ただし、この措置に関しては、周

囲の学生に経緯・状況を証言してもらうよう依頼しておいてください。 
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⑥ 答案の盗み見 (書写)など 

 ・周囲の人の答案を盗み見して書き写しているところを発見した場合、両者の答案が酷似し

ていることを確認の上、本人に注意し、不正行為を認めた場合は答案用紙に書き写した箇

所を明示させ、不正行為の事実を答案用紙に記入させた後、答案用紙を回収して待機させ

てください。もし、認めない場合は、関係学生の氏名を控えた後、席を変えるなどして不

正行為の防止に努めてください。 

⑦ レポートの代筆・作品の代作 

  ・双方のレポート(作品)の類似性など証明できる証拠などを確保(回収）してください。 

⑧ レポートの盗用、作品の盗作 

・双方のレポート(作品)の類似性など証明できる証拠などを確保(回収）してください。 

⑨ その他不正行為を発見した場合、上記対処に準じて証拠などを確保してください。 

（２）上記の不正行為を発見した試験監督者は、試験終了後、直ちに不正行為者を共通教育係に同

行し、答案用紙・カンニングペーパー等の証拠物件を共通教育係職員に引き渡して学生の手続

きに立ち会ってください。 

（３）試験監督者は、不正行為の事実が確認された場合は速やかに指定の不正行為報告書を作成し、

速やかに共通教育係へ提出してください。（報告書の様式は次頁を参照） 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目試験監督要領 
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【参照】 

試験における不正行為に関する報告書（教員用） 

受験者について 

学籍番号・氏名 学籍番号：           氏名： 

所属学部・学科等

試験科目について 

試験実施日 平成  年  月  日（  ）   時限    

試験実施教室名

試験科目名  

試験監督者 

（補助者含む）

不正行為等の内容について 

試験開始前 

の説明概要 

不正行為と判断した理由 ※詳細に記入してください。 

その他意見 

上記の内容について、報告いたします。 

         平成   年   月   日 

署名             



43 / 60

【参考】 試験については、以下のとおり、受験上の注意を学生へ周知しています。   

（１）試験科目、試験時間、試験場等は掲示します。事前に確認してください。 

なお、科目によっては小テストなどが行われますが、その場合には担当教員の指示に従っ

てください。 

（２）受験に際しては、学生証を必ず持参してください。学生証が受験票の役割を持ちます。 

（３）試験当日、学生証を持っていない者は、理由を書いた仮受験票発行願を共通教育係に提出

し､仮受験票を発行してもらって受験してください。学生証を持参しないことが度重なっ

た場合、仮受験票を発行しない場合もありますので十分注意してください。発行された仮

受験票は、当日中に共通教育係に返却してください。 

（４）学生証又は仮受験票を持参しない者は、試験場への入室を拒否され受験できません。 

 （５）筆記用具以外の筆箱等の持物は、特に指示のある場合を除き、机上においてはいけません

。携帯電話、スマートフォン、時計型端末などの通信機器や電子辞書等の情報検索が可能

な機器を使用することはできませんので、必ず電源を切ってカバンなどに入れてください

。 

 （６）学生証は、机の通路側においてください。 

（７）試験開始時刻に遅れた場合、試験開始後内は入室を認めますが、２０分を超えて遅れた場

合には、入室を認めません。また、２５分以上経過しなければ退室することはできません

。 
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単位認定とＧＰＡ制度  

共通教育においては、共通教育科目の学習達成度を測るためにグレード・ポイント・アベレー

ジ（ＧＰＡ）制度による成績評価を行います。成績は、下表に示すように、学習達成度９０％以

上をＡ、８０％以上９０％未満をＢ、７０％以上８０％未満をＣ、６０％以上７０％未満をＤ、

６０％未満をＦと評価します。評価のグレード・ポイント（ＧＰ）は、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ

＝２点、Ｄ＝１点、Ｆ＝０点（不合格）となります。 

学習達成度 評 点 評 語 認 定 

９０％以上 １００点～９０点 Ａ 合 格 

８０％以上９０％未満 ８９点～８０点 Ｂ 合 格 

７０％以上８０％未満 ７９点～７０点 Ｃ 合 格 

６０％以上７０％未満 ６９点～６０点 Ｄ 合 格 

６０％未満 ５９点～ ０点 Ｆ 不合格 

各学期、１年間および入学後のＧＰＡをそれぞれ、学期ＧＰＡ・年間ＧＰＡ・通算ＧＰＡと呼

び、当該履修期間に履修した科目のＧＰを用いて、以下のような単位平均値により求めます。 

 （学期・年間・通算）ＧＰＡ ＝
FDCBA

FDCBA

nnnnn
nnnnn


 01234

ただし、 An ～ Fn はそれぞれ当該期間のＧＰがＡ～Ｆの総単位数です。この式から明らかなよ

うに、評価Ｆ（＝０点）で不合格となった科目があるとＧＰＡが下がり、共通教育科目における

学習達成度が低いことを意味します。 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目履修規則、鹿児島大学共通教育科目試験規則 

追試験  

やむを得ない理由により試験等を受けることができなかった者に対して、追試験を行うことがで

きます。 

追試験を希望する学生は、共通教育係で「追試験願」（次頁を参照）を受け取り、当該科目の担

当教員の許可を得た後、原則として１週間以内に共通教育係に提出することになっていますので、

当該学生と日程調整の上、追試験を実施してください。 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目試験規則 
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【参照】 

平成    年    月    日提出 

追 試 験 願 

平成    年度 前 ・ 後 集中 期末（←該当するものに○） 

平成    年度入学     学部         学科･課程･専攻 学籍番号：              

氏名                   

理由（※できるだけ詳しく書くこと）： 

※理由を証明する書類を必ず添付すること。 

○ 病気，交通事故   ：医師の診断書の写し 

○ 交通機関の運休，遅延：各機関の発行する証明書（遅延・運休証明書等）の写し 

○ その他       ：やむを得ない事由を証明するもの 

試験日 授業科目名 担当教員 ※許可印 ※確認印 備考 

／      

／      

／      

／      

／      

注意：許可印→担当教員の印，確認印→共通教育係の印   （   ／   配付，担当：    ） 
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再試験 

試験の結果、不合格の者に対して、再試験を行うことができますが、７０点以上の成績を認定す

ることができません。 

また、再試験の成績判定は、当該授業科目が行われた学期の次の学期に行われます。ただし、再

試験に合格した場合の単位は、当該授業科目が行われた学期の単位として認定されます。そのため

、各学部における進級判定や卒業判定が行われる学期の再試験授業科目の場合、それらの判定の単

位としては算定されません。 

【関係規則】鹿児島大学共通教育科目試験規則 

評価 

成績の評価では、「成績評価基準の明示」と「厳格な成績評価の実施」とが求められており、「成

績評価基準の明示」については、シラバスに成績評価基準を明示するだけでなく、多面的評価（学

期末試験だけでなく、小テスト、ミニッツペーパー、レポート、中間試験などを加味した評価）が

求められています。また、多面的評価には、予習や復習など授業時間外学習を促進するねらいもあ

ることから、多面的な評価を実施することが望まれますが、オムニバス授業において、毎回の小テ

ストのみで成績を評価する場合、欠席が多くなると合計点数が低くなり、総授業回数の２／３以上

の出席があった場合でも、不可（59 点以下）になることもありますので、受講生に注意を促して

ください。 

成績の評価法の一つとして使用されているルーブリックは、学習到達状況を評価するために、複

数の評価項目を設定し、それぞれについて、いくつかの到達レベルで評価する方法です。

参考までに、ルーブリックの事例を紹介したサイトとして、日本高等教育開発機構の JADE ル

ーブリックバンク（http://jaed.jp/rubric/）の他、東北福祉大学のホームページでも FD 活動と

して「ルーブリック評価の例と作り方」が紹介してあります。 

成績報告 

成績は「成績報告表(評点)」により、共通教育係に提出します。その後、OCR読み取りミス・転

記ミス等がないこと確認し、修正の有無にかかわらず「成績照合表」を共通教育係に提出します。

なお、成績発表日以降の成績訂正は、「成績訂正願」を共通教育に提出する必要がります。 

【送付時期】 

成績報告表：前期７月上旬、後期１月中旬 

    成績照合表：前期8月中旬、後期2月中旬 

成績報告表（追試・再試）：前期10月中旬、後期３月下旬 

    成績照合表（追試・再試）：前期11月中旬、後期4月下旬 
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成績報告表の記入要領 

・機械（OCR）で読み取りますので、HBか Bの鉛筆で記入してください。 
・用紙は絶対に折り曲げないようにしてください。また、ホチキス使用しないでください。 

・追試験（やむを得ない事情により期末試験等を受験できなかった者に対して行う試験）該当者の場

合、評点は記入せず、欠の欄および再の欄に「○」を記入してください。追試験は、担当教員の承

認を得て、共通教育係へ「追試験願」（証明書添付）を提出した学生のみが受験できます。 

成績照合表の記入要領 

再試区分を記入してください。 

0：再試なし  1：不合格者のみ再試対象  2：再マークのみ再試対象

3：合格者以外全員が再試対象 

評点欄（枠内）に、数字見本を参考に右詰めで評点を記入してくださ

い。  

 例）80点の場合は０ ８ ０ 

①試験を受験した学生には必ず評点を記入し、評価欄に「○」を記入してください。 

 1）合格者（評点が60点以上）の場合、評点を記入し、合の欄に「○」を記入してください。 

 2）不合格者（評点が59点以下）の場合、評点を記入し、不の欄に「○」を記入してください。

②試験を欠席した学生は、評点を記入せず、欠の欄に「○」を記入してください。 

※授業科目の授業総回数の2/3 以上出席した学生のみ、試験を受験することができます。 

※出席回数が授業総回数2/3 に満たない学生は、試験の受験資格がありません。 

※評点は記入せず、欠の欄に「○」を記入してください。 

③再試区分で「2：再マークのみ再試対象」を選択した場合、再試験該当者には、不の欄の「○」 

または、欠の欄の「○」と併せて、再の欄に「○」を記入してください。 

④不正行為等を行った場合で無効とする場合は、無の欄に「○」を記入してください。 

全てのページの印欄（用紙上部中央）に押印してください。
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成績照合表の記入要領 

試験答案・レポート等の返却と保管 

答案やレポートは、学生自身が振り返ることができるよう、可能な限り返却をお願いします。た

だし、成績評価としている場合は、根拠資料として各自で保管してください（写しの保管でも可）。 

 なお、答案・レポート等（成績評価に関わるもの）の保存年限は、５年間です。 

＜内容に誤りがある場合＞ 

該当箇所を朱書きで訂正し、全てのページに押印後、成績照合表の１枚目上部（押印

箇所の近く）に「訂正あり」と記入してください。 

＜内容に誤りがない場合＞ 

成績照合表の1枚目上部（押印箇所の近く）に「訂正なし」とご記入し、全てのペー

ジに押印してください。

印欄を設けておりませんので、担当教員名の近く（紙面上部左側）に押印又はサイン(科

規範)ください。 
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成績評価等に対する開示請求と異議申立て  

共通教育の成績発表後に成績等開示請求や異議申立てがあった場合、まず、授業担当教員へ問い

合わせるよう案内していますが、授業担当教員と連絡がつかない場合や本人の意思などにより、成

績等開示請求や異議申立てを共通教育係で受け付けることになります。 

なお、共通教育係で受け付けた場合は、書類を受理した日に共通教育係から連絡がありますので、

指定された期日まで回答をお願いいたします。 

成績等開示請求等に関し、以下のとおり学生へ示しています。 

成績等の開示請求 

  成績評価や成績評価の基礎となる試験の答案について、開示請求が可能です。 

異議・再異議申立て 

（１）成績評価の結果が予想と大きく異なる場合など、成績評価等について異議申立てができま

す。 

（２）履修・受験したにもかかわらず、成績通知表に成績が記載されていないなど、誤った処理

の疑いがある場合、問い合わせができます。 

（３）異議申立ての回答について、納得がいかない場合、再度異議申立てをすることが可能です

。 

成績等開示請求と異議・再異議申立ての手順 

（１）開示請求と申立ては、原則として本人が行います。ただし、やむを得ない事由がある場合

は、代理人を通じて行うことができます。 

（２）共通教育科目の成績等開示請求の受付期間は、原則として前・後期の成績発表の日から７

日以内としています。（異議申立ては、履修科目の授業開始日に始まり、成績が発表された

日から原則として７日以内までの期間に行うことができます。再異議申立ての場合も、異議

申立てに対する回答書を受理してから原則として７日以内に行うことができます。） 

（３）成績等開示請求をする場合は成績等開示請求書に、申立てをする場合は異議申立書・再異

議申立書に必要事項を記入の上、共通教育センター共通教育係に提出してください。以上の

内容について、詳しく知りたい場合は、共通教育係に問い合わせてください。 
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JABEE対応 

工学部の各学科では、JABEE(日本技術者教育認定機構)から教育プログラムの認定を受けており、

工学部全体で技術者教育の質を保証できるよう取り組んでいます。JABEE とは、大学などの高等

教育機関で実施される技術者教育プログラムが、社会の要求水準を満たしているかどうかを評価・

認定する機関です。JABEE が実施する新規審査や認定継続審査で、認定基準を満たしていること

を説明する根拠資料として、これまで、答案等の関係資料提供に協力いただきましたが、今後も継

続することになっています。 

 つきましては、前期と後期の講義修了後、工学部より指定された日までに、以下に記述してあり

ます「JABEE資料提供の要領」と「担当科目資料表紙記載要領」を参照して所定の書類等を作成

し、理工学研究科等研究科･工学系学務課学生係まで、学内便か宅配便（着払い）等で提出いただ

くよう、ご協力をお願いいたします。なお、表紙などの書類等は、工学部より授業を担当される先

生方に配付されます。 

JABEE資料提供の要領 

（１）提出物 

①表紙（別添） 

②成績評価のための課題（試験問題、レポート課題等）とその模範解答 

③主要な成績評価資料（中間・期末試験答案、レポート等）のうち、合格最低クラスに該当す

る代表的なもの 

④レポート、中間・期末試験等の成績の「一覧表」 

（２）留意事項 

  ①工学部学生の単位修得者が１０名未満の場合は、資料の提供は必要ありません。 

  ②複数の教員で担当され、それぞれ、レポート・試験等の成績評価をされている場合は、代表 

   者が取りまとめた形でお願いいたします。 

③提供いただいた資料は工学部JABEE委員会で厳格に保管・管理しており、審査以外には使 

 用しません。また、提出いただいてから５年経過した後は、工学部で責任を持って破棄させ 

 ていただきます。提出時にお知らせいただければ、返却いたします。 

④成績開示や異議申立ての申請期間が終了するまでは、提出いただかなくて結構です。 

（３）提出期限 

    前期の科目は、9月末の指定された日まで 

    後期の科目は、3月末の指定された日まで 

（４）提出先  

理工学研究科等研究科･工学系学務課学生係 

    住所 〒890-0065 鹿児島市郡元一丁目２１－４０ 

    鹿児島大学理工学研究科等研究科･工学系学務課学生係  

    電話 ０９９－２８５－８２３２ 
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担当科目資料表紙記載要領 

（１）整理番号 

    工学部で記載しますので、何も記載しないでください。 

（２）授業科目名 

    授業科目名を記載してください。 

（３）年 度 

    記載してありますので、確認してください。 

（４）学 科 

    工学部の履修対象学科及び単位を記入してください。 

（５）担当者 

    担当者の氏名（所属）を記入してください。複数の教員で担当されている場合は、代表者

名を記載してください。 

（６）開講期 

    開講期を１～８期（１年前期は１期、１年後期は２期、２年前期は３期、２年後期は４期

…）の標記で記入してください。 

（７）区 分  

    初年次教育科目、グローバル教育科目、教養教育科目（教養基礎科目、教養活用科目）の

別を記入してください。 

（８）教科書 

    授業で使用した教科書・参考書名と、著者・出版社・版を正確に記入してください。可能

な場合には一部提供をお願い致します。 

（９）授 業 の 概 要 

    授業の概要を記入してください。 

（１０）教育目標・学習目標（学生が達成すべき目標） 

    担当者が授業で何をどこまで教え、受講学生が当該授業を履修してどの程度まで学習を達

成すべきかを書いてください。これは、成績評価をする場合の重要な基準になりますので、

学習達成度については、合否のボーダーラインが分るように具体的に記述してください。 

 （記述例） 

  ・「本講義の教育目標は、・・・である。なお、総合科目なので、個々の担当者が講義で話した

主題を正しく理解していないものには不合格点をつけた。」 

  ・「本講義の教育目標は、学生が常微分方程式を理解し一階及び線形二階常微分方程式を扱え

るようになることである。したがって、受講学生はこれらの問題を正しく理解し、与えられ

た問題を計算できることが必要である。」 

（１１）評価基準 

    「○○○に関する中間試験を１回行い、期末試験においては、 主に△△△に関する問題

を課す。 また、授業内容に関連したレポートを□□回、授業の内容に関する演習を××回

課す。成績評価は、中間試験３５％、 期末試験３５％、レポートや演習３０％の重みとし

て、総合し成績評価を行う。」などの説明をしてください。シラバスに記載している場合は、

それを記入してください。 
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（１２）レポート・試験等資料について 

＊試験答案用紙 ： 

  添付した（またはできなかった）試験答案用紙について、記入してください。 

（記述例） 

   ・「△△△に関する期末試験問題及び解答用紙のうち、合格最低クラスの代表的なものを○

名分添付する。」 

・「△△△に関する期末試験の答案は、学生の復習を促すために採点をして全て返却している

ので、残っていない。期末試験問題及び模範解答を添付する。」 

＊演習・レポート用紙 ： 

  添付した（またはできなかった）演習やレポート用紙について、説明してください。 

（記述例） 

・「△△△に関するレポート課題とレポート用紙のうち、合格最低クラスの代表的なものを○

名分添付する。」 

・「△△△に関するレポート用紙は、学生の復習を促すために採点をして全て返却しているの

で、残っていない。」 

・「△△△に関する演習では、授業中に問題を与え授業の終了時に提出させている。小テスト

のような方式を行い、学生の復習を促すために採点をして全て返却しているので、残って

いない。」 

 （注）解答用紙やレポート用紙には、採点内容が分る赤ペン等による書き込みと評価結果の記入

があることが必要です。 

（１３）資料の評価基準 

  次のような記述を参考に、説明を記入してください。 

 ・「○○○と△△△（授業内容）をそれぞれ□□□と※※※（担当者名）で８週ずつ分担して、

それぞれの範囲の成績評価の平均点が６０点以上のものを合格とした。なお、レポートと試験

の採点については、個々の課題の理解が６０％未満のものについて、その程度に応じて５９点

以下の配点とした。」 

 ・「試験の採点については、課題の理解が６０％未満のものについて、その程度に応じて５９点

以下の配点とした。」 

 ・「学習目標に従って、課題の理解が６０％未満のものについて、不可とした。」 

（１４）その他 

  受講学生全体の学習到達度などについて、以下のようなデータを示してください。 
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①受講生が１学年のみの場合 

受講状況（△△年度） 

Ａ（秀） ： １名  Ｂ（優） ：１１名 

Ｃ（良） ：１１名  Ｄ（可） ：１４名 

Ｆ（不可） :１９名  欠席   ：１０名 

※点数評価は以下のとおりです。  

秀：９０点 ～１００点    優：８０点 ～ ８９点  良：７０点 ～ ７９点 

可：６０点 ～ ６９点   不可：５９点以下 

②受講生が複数の学年にまたがる場合 

受講状況（△△年度） 

  （１年生）            （２年生）        

   秀  ：  ８名          秀  ：  ２名 

優  ： ２６名          優  ：  ９名 

   良  ： １９名          良  ：  ６名 

   可  ： １２名          可  ：  ８名 

   不可 ： ２５名          不可 ： ２０名 

   欠席 ： ２４名          欠席 ： ３７名  

   計 ：１１４名           計 ： ８２名 

※点数評価は以下のとおりです。  

秀：９０点 ～１００点 

優：８０点 ～ ８９点 

良：７０点 ～ ７９点 

可：６０点 ～ ６９点 

不可：５９点以下 
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記入例 表紙

整

理

番

号

※ 授

業

科

目

名

＊＊＊＊ 

年度 平成２８年度 前期  工学部 学科 ＊＊学科 ２単位 

担当者 ＊＊ ＊＊ 工学部 開講期 １期 

区 分 教養教育科目（教養基礎科目） 

教科書 統計学入門 小寺平治著 裳華房 

内 容 データ処理、離散型・連続型確率分布、推定、検定について学ぶ。 

教育目標 

・ 

学習目標 

自然現象や社会現象の実態を解明するために、観察・実験・調査が行われる。その結果

得られる資料を統計的に処理する必要に迫られる場合が少なくない。また、社会が複雑

さの度合いを増し、人間の自然認識が深まるにつれて、自分たちを取り巻く膨大な情

報・資料を分析し、合理的な判断をするためにも事物を統計的に見る目が要求されるで

あろう。統計学はそのための理論と応用を研究する学問である。本講義はその初歩的解

説を行うことによって、統計的な基本処理能力を培うことを目的とする。 

評

価

基

準

評価は中間試験、期末試験及び平常点により行う。また、講義中に与えた課題の評価も勘案す

る。成績評価は、期末試験５０％、中間試験３０％、課題２０％の割合で総合的に行う。 

レポート 

試験等 

資料に 

ついて 

試験答案用紙 ： 

統計学Ⅰに関する期末試験問題および解答用紙のうち、達成度６０％～６９％の学生の

ものを全員分添付する。 

中間試験の答案用紙は、学生の復習を促すために採点して全てを返却しているので残っ

ていない。 

演習・レポート用紙 ： 

統計学Ⅰに関するレポート用紙は、学生の復習を促すために評価をして全て返却してい

るので残っていない。 

資料の 

評価基準 

学修目標に従って、課題の６０％未満のものについて、不可とした。 

添付資料 

その他 

○受講状況 

Ａ（秀） ： １名  Ｂ（優） ：１１名 

Ｃ（良） ：１１名  Ｄ（可） ：１４名 

Ｆ（不可） :１９名  欠席   ：１０名 

※ 記載不要 
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非常勤の先生への連絡事項  

非常勤講師室の開放時間 

授業期間の8：20～18：00 

※出勤者が対応できる場合は、8：20以前の時刻から開放します。 

※５時限に授業がない日は１７時に施錠します。 

※貴重品は、各自で管理をお願いします。 

行事予定表・開設科目表、授業教室一覧の確認 

非常勤講師室で閲覧できますが、鹿児島大学ホームページ（「教育・学生生活」の「共通教育」

→「開設授業科目表・授業教室一覧」）でも閲覧できます。 

出勤簿の押印 

出勤簿への押印により時間数を確認して、月末締めで担当部署に報告し、先生方へ手当が支給さ

れます。 

出勤簿への押印は、必ず授業を行った日に押印をお願いします。（万が一忘れた場合は、翌日中

に共通教育係に連絡をお願いします。） 

※特に「月末の出勤簿押印忘れ」と「休講（補講）届けの忘れ」にご注意ください。手当が支給

されないなどの支障をきたします。 

自家用車による入構許可 

自家用車で入構する場合は、入構許可を受ける必要があります。 

＜実験科目以外を担当する先生方＞ 

①車両を変更した場合や新規に入構の許可を受ける場合は、共通教育係で手続きが必要となりま

すので、授業開始前に「入構許可申請書（車検証写し添付）」を提出してください。※「入構

許可証のｼｰﾙ」を申請時に配付します。 

②前年度の入構車両登録番号に変更がなく、継続して入構の許可を受ける場合は、手続きは不要

となります。※「入構許可証のｼｰﾙ」を初回授業時に配付します。 

＜実験科目を担当する先生方＞ 

共通教育係で手続きが必要となりますので、授業開始前に「特別入構許可申請書」を共通教育係

に提出してください。 

※「磁気式パスカード」と「入構許可証のｼｰﾙ」を配付します。 
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「入構許可証のｼｰﾙ」は、バックミラー（フロントガラス側）に貼ることになっていますので、

ご協力をお願いいたします。 

また、「共通教育 非常勤講師」と記載されたカード（「以下を参照」を車内から門衛の方に見

せることで、ゲートを開けてもらえます。必要な方は共通教育係にお知らせください。 

その他 

事務窓口 

共通教育係の窓口業務時間

8：30～17：00（12：00～13：00は 2名体制） 

外線 099-285-（内線） 
共通教育係のメールアドレス  

kyoutuuk@kuas.kagoshima-u.ac.jp

（3454） 履修指導（法文学部） 

（8825） 履修指導（教育学部） 

（3129） 履修指導の窓口（理学部・医学部・歯学部）  

（8830） 履修指導（工学部） 

（8849） 履修指導（農学部・水産学部・共同獣医学部） 

（3117）・（3453） 非常勤講師の出勤簿管理等 

公開授業 

公開授業は、生涯学習に対する社会的要請に応えるという観点から、地域住民に生涯学習の機会

を広く提供するとともに、本学と地域社会との連携を深めることを目的としています。なお、公開

授業の対象となる授業科目は、その内容に応じて、次に掲げるとおりとなっています。 

・入門的な内容であり、高校卒業程度の学力を必要とするもの 

・やや高度な内容であり、当該専門分野についての一定の基礎知識が必要となるもの 

・高度な内容であり当該専門分野について系統立てた学習がなされていることを前提にするもの 

・学部卒業程度の内容であり、当該専門分野について系統立てた学習がなされており、更に独自

にテーマがはっきりしているもの 
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授業改善に資するアンケート 

 共通教育センターでは、授業をより良いものとするため、前後期末に学生による授業アンケート

を実施しています。授業アンケート結果は、担当教員にフィードバックされ、科目分野ごとに集計

され、より良い共通教育カリキュラム編成のための資料として活用しています。また、担当教員か

らいただいた授業改善のための有益な情報を「授業改善メモ」のまとめとして、共通教育センター

ホームページに掲載し、共有を図っています。 

 授業改善に資するアンケートの実施にご協力をお願いいたします。 

「授業改善メモ」まとめ 

https://www.kagoshima-u.ac.jp/educenter/staffmember.html

個人情報ファイルの取り扱い 

個人情報保護のため、取扱いに注意してください。 

個人情報ファイルを電子メールや USB メモリーで送付する際は、必ずファイルパスワードを設

定しください。 

鹿児島大学配置図（郡元キャンパス） 
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鹿児島大学共通教育棟配置図（共通教育棟講義室等略図）  
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共通教育センターにおける駐車場 

共通教育センターにおける指定車専用の駐車場 

共通教育棟 2 号館の横にある駐車場（下図の①～③の部分）に、指定車両 3 台を駐車するスペ

ース（「指定車以外駐車禁止」とオレンジ色で標示）を設けてあります。自動車による通学が必要

となる身体に障害を有する学生及びその保護者（付添人）、桜ヶ丘キャンパスや下荒田キャンパス

から車を利用して共通教育の授業や共通教育センターの会議等に参加される専任の先生方のため

の専用駐車場です。利用にあたっては、共通教育センターで指定駐車場利用許可の申請手続きをお

願いします。なお、③の駐車場は、身体に障害を有する学生及びその保護者（付添人）の車両を優

先させていただきます。 

① ② ③


